
1936年の郁 自について

同村（大田）加代子・訳

1 はじめに

部i泰夫；ま 1936年 11fJ 12行から 12fa] 19日までのj訪問、釘本を訪問jし

しかし、手当局できる資料に制約があるためか、この訪日についての

はほとんどない。この訪臼；こ関しては、例えば

など、当持の日本の比較的影響力のあるメディア

ことから臼

来るc 日本

おの

について少なくともト八拐にも及ぶ報道をしており、ニの

設問における郊i愛犬訪日に対する関心の設さを知ることが！？！

日 を？？ってはいるが 、

れらがどのように関わり合っているかという

問題については、

である3

日に

る

あり、そのやには当

あることは疑いが念い。

殺の

問題について事実関係を

々考証が行われていないの

たに公開した、 1936 

；立全てマイク pブイルムの形

コマの多きにわたり、

も初当

ft 

1ザ 1 寸F
Y、“ V 、

加れまで知られてこなかったョ淫の

ん
、み

そど

の開題とは、伊jえば、持が訪臼の契機となったのか、日本領ljが郁j章夫を招い

理由とは向か、部i章夫；こ向行したのは設か、訪日の経費はどこから出
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たのか、警視総監が把握していた訪日行程はどの程度であったのか、日本で

の講演はどのようなものであったか、等々。これらの問題を検討していくと、

部達夫は日本側に招かれてその身は日本にありながら、祖国のために正義を

訴え続け、日本軍関主義の侵略意留を暴き続けたと問時に、祖障の売国奴を

激しく非難し、愛密主義作家として心に懐いている強い正義J惑を表現しよう

としたことが窺い知れる。本稿の考証を通して、郊達夫研究、ひいては現代

日中関係史研究に、新しい端緒をつけることができればと考える。

2 訪日の契機

日のそもそもの発識について最も一殻的な見解は、「1936年の冬

iこ、同店政府侍従哀の何廉が蒋11'おのiわな承けて福チ！？の諜主席に電報を打つ

よとの活文のおおよその内＇！§は、 llll逮犬をお本に行かせて、東京に行って

と訴をさせ、

この訟むと？によjっしば、

を帰国させる、云々……。J2というものである。

行は南京国民党政府の涼遣によるものだ、と

推測して迭し支えなさそうに見える。

しかし、事実は全く h'4なっている。係法夫が日本を訪れたのは、もともと

日本織の方から持ちかけたことに端を発するのだG 当時、福建省政府の

であった陳儀が、 ll寺を同じくして福建省政府の参議に任ぜられていた郁達夫

を台湾に視察に派遣しようとしていたところ、日本の註福列、i総繍事館の総領

事であった中村豊ーがこのことを知り、有fl達夫に台湾視察の機会に行本も訪

れるよう希望したのだ。中村が 1936年 4Jl 20 R；こ日本外務大豆存関八郎に

手ずから書いた f機密第一五八競jを見れば、その経持がわかる。［訳注：以

下の引用の原文は手書き。］

設省主席陳議ノ＼務任以来省政府各腔：ニ極力日 出身者ヲ採用シ将

手iミモヲ！綾キ採用スノレ意向ヲ有シ居ノレ遜ナルガ’出：方笛ニ於ケノレ欧米派ノ殊
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一一 スル努力ハ尚 関トシデ タヘブJラ ノアリ 図

jJ 土ヲ 一一
ノ ニモ ノ 「ブ不一ン、 ;JII ノ

、ノ ノ日 -rtス；i,ltB識ヲ

j茨メント ミ又近ク同人ヲシテ ヲ シメ

リ。

間人ノ ノ通リ臼 大

シム／レコトハ日

；主．以下、

その仮名

引用

点のあるなし、匂

を

の ママとする。

五A競j を受け敬ったこ遊間後；こはや村に

ることに詩意ずる震を表明している三同

ノ

ク

受ニ

｛守三子

；玄、

争ぜね

えj込

この件に者手し、段取りを取り仕切り、月末に

を試算している三しかし、

は一 っており、

dコ

福艇に戻

mに出
的

るの

した

一

リ

間

る次第となっ

に依れば、その

が出されていたことがわかるコ

ニ話談ノ

日 ルヲ以テ
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呼寄セラレタ とニ
閃

ノ好意ヲ

ノ意向ヲ

ラレテハ如持ト

スノレ旨述ヘタ

見ヲ確メ



タ／レ慮此亦大イニ悦ヒ文化卒業部ノ

頃ヲ見計ヒ渡良致シ度シト答ヘタリ G

ヲ シ是非今年秋気候ノ善キ

一六由競jからは、中村の最初jの考えは器報館の特派員という肩

きでイll5達夫をお本に招I持しようとしたが、間報告官の記者である郭蓬民が中

華民族革命罰盟に加入し福建省政府の転護活動に参加した嫌疑をかけられ当

地の公安局に検挙された案件が発生し、郁達夫をq守派員として派遣する形式

には差し諮りが生じたというニともわかる。そのため、中村の最初の計離は

放棄することを余｛誌なくされたのだった。

ここで再び、時期的な fill後関係からも郁達夫の訪 R は臼本｛Jl!J がm~号したも

のだったことが捻誠できること

による ったという見解では、

もあり＼また、夏から秋にかけて

；土、 j二述しfこように、 1936主1三4J:Jに

；こJコし、

よって、

おきたい。｛ill達夫の訪日が由民政府

時期は 1936年の冬だったという説

ったという説もある三しかし、実際に

に日本側から郁逮夫－の訪日の可能性

同年 5月末に福チHに戻っている＼

二六割読J告と出した 6月

24日のtiむには、イill達夫は既；こ日本からの招聴を’受けていることになる。日本

｛閣の招｝陀が先で、国民党がその；＠：を受けたのが後だということは、明らかだ。

以上に述べたことをまとめると、郁達夫の訪日はまず日本捌から提案され、

その提案に際議と郁迷夫が間意した後、初めて段取りをし始めたものであっ

て、しかも、招務したのはお本外務省文化事業部であり、仮に南京政府が郁

達夫iこ何らかの使命を与えていたとしても、訪iヨの－f'l二は決して南京政府の

方から先に提案したものではない、と結論することができる。

3 白木俊j を日本；こ招聴した理lil

郁達夫が日本告と訪れる前にも日本慨は既に多くの人を招蒋していたのにも

関わらず、なぜ日本は郁達夫を招斡ーすることを主体的に働きかけたのだろう
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fJ,o ；玄、 k》｝干 見し 基 に考認し 、以下

るいくつかの理由にた •) 

正i の対中原

〆Jべ' 

色J: だ、 つ -7,11土、 ると 1901

日

び〉 ？ゼ」？ イふ3、？きムj 9 ブ おは玄「

しく；玄「 と 留め

されている、八ヶ 家に

してし、るσ ニグ〉 白木では 間 とfl手

ばれ 注：中留でほ ~ び〉 について、 R は： 1923

ヲ以、テ…ーノ特

文化

。コ

れてい

るc 一つは、 r13玄関ニ名：i二ヲ ン／ウ却 ヲナサシメ；ること、もう一つは、

ヲ ／ニ シ栂 ／ 

下ニ ヲ爽ブルコト j 11 とある。その地にも、間

という形でや毘からの[1J

；ま 1936

吏に

し

に述べている。

シ来 1J孫ニ

リ｛乃テ

ノ取

一 ヲ；／JDブノレモノトス

日 は、 問

μ がや富 るための受沼の支出が ぎた
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と考えており、間関の視察者の往来の人数の鏑りを是正しようとして、積極

的にや国人が際本を訪れることを支持するため、補助金の金額を増額し、講

演や視察のニ予算総額の f三分ノニヲ支］I＼人｛潟ヲ含ム）渡巨費ニ充ツノレコトJ

13とした。外務省文也事業部が予算執行をする上で基準の参考にしていたの

が『釘支文化事業講演根察費ニ関スノレ件Jだっ

間もなく，外務大臣広田弘毅が、「文化一機密合第四O二続J[J'潟支入ニ封

ス ~スノレ件J H を

した対華文化卒業方針を正式に送付し

視察（講談）に来るかに依って

して、在満支各公館に宛てて改定

まず、中国のどの地方から 5本に

の が定められている。その次

定められている。また、に、講演、提察の資金援助をする

ている。

るニと、市

れること、従っ

にするようにとも定め

では、加に、外務省「の承認を総てから申請者を出思させ

ちに外務省に赴き決裁を経て公布さ

は必ず本人が東京に出向き受け取ること、が定

められている。加えて、外務省は、来:1°11者の帰国後の感想、や訪伐と関係のあ

る行動について髄持報告するよう各公館に姿詩し、来邦者が!i'fr関雑誌などの

媒体に文京を発表した場合は、その原文に訳文を添付して外務省に報告する

ように求めている。

外務大お2広！琵の3名良trで、公布された f文イ乙一

在満支各公舘長（531片l己五 i局戸仁館）宛てにiきられた！乃ο そして、中村はまさに

この機密文書の内容に従って、 f機密第一五八競Jにあるように外務省に郁達

をお本に招蒋することを提案したのであるの

、日本政府も郁達夫が左翠思想、を持った作家だということは明らかに

承知していて、彼が 1936年 6falll3の行i議長時第 89努lで f戦争と平和J〔訳

注：原題はf戦争興和平J〕という文章を発表したことも、その文章の力点は、

主に苛むを唱えることに反対することにまちり、［訳補注：南宋は和を主とし

たが和を重んじた歴史的結果を中国人は知っているから］「中国も戦いのひと

つも試してみたらj いいではないか、と述べつつも、同時に中国人の議り

るという弱点、について批判もしている凶ことも知っていた。このことについ

て、中村は当然承知していたはずだが、それにも関わらず彼を招鳴すること
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；こ執心したのほ｛i肝炎だろうか，， !=l 

でなく長日派も

で、設i守派だけ

している。この政策の姿点辻、日

らかで

ある。日

キヲナス

白

ノト認、メラ

ノ 一一

まれている。ザjら

キニを

はこの条件に当ては

ることにまっており、

対して大きな っていたと言える。

した

の一環だったということ きるc

当時、名声高く持代をときめく人であったことが理由

として上げられる。 1930年？月にほ、王手くも、日本駐上海領事錯誤事だった

した文書のやに、

i之されていた C 

zt

、、

n
H
H

I
j

不
干

七

昭
一
一
シ

ば、 1935年 10月に広間；こ宛てた

で、次のように報告している

九月二十日

また、

＝コノ

；土、 守〉

もそのやに含まれてい

日
い
門 出

ム
イ
手丈

後

十
久
平
モ

路

大

シ
間

隙

セ
士山ヲ

ぬ

トシテ

ノ＼

アリ ゐ時

トシテ設局ニ続マレシモロド鳴りヲ

メ

寄ス
一 ニテ雷ラスサワラスノ 又ハ小説ヲ

以上のことから、 揺は日 にっと としてj主
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提されていたことがわかる。 i二十1村は「機密第－-］五人l]jたjで、郁達夫崇葬者が

中欝の青年層に担当数いることをとりわけ強調しており、しかも、外務省が

正式に郁達夫の訪日伝批准した文書では、主に文学という鰯阪からや笥

が日本に対する認識を深めるのに郁達夫が大きな役割lを控える人物だと

いうこと、加えて、中関にはtlfS遠夫の崇持者が多くいることが強識されてい

る。

そうだとすると、臼本はどのようにして郁達夫を通じて中間の青年麗に日

本に対する認識を深めさせるつもりだったのだろうか。当然、俗達夫の名を

借りて日本を宣伝しようとしたはずだc 中村は、 f機密第一五)I..琉Jで、有rs遠

に訪日旅行記やお本通信を舎かせ、それをR本人が福建省で経営している

f間報』に

名人がiゴ

れを H

日

る

がし、か；ニ大きし、かは明ら

を

？？ 
廷、時

に求めている。 1…片れまIn]

として送っているやも

回宛に、

ような有

してくれたら、そして、そ

してくれたら、そのもたらす宣伝効果

このように見てくると、日本が

きめく絞のよ名声に尽をつけ、彼がお1'f

夫会招鳴したのは、時代にと

つにいる大きな影響力を利用し

の手本となるような人物て日本な宣伝しようとし、し、わば f1=1 q, 

に仕立て上げようとしていたと考えて出溶いないだろう。

第三には、郁達夫；土日本認学経験があり親日派でもあった陳儀と親しかっ

たことが挙げられるc 続接は福建省政詩の主席；こ就在した後、日本留学の経

験のある人物愛議視していた。陳｛義と郁達夫は二人とも日本留学経験者であ

り、また同郷でもあった。このことは、日本にとってみれば、毅日派を育て

るのに郁達夫ほど最適な人物はいないということになる。それに、当時、郁

達夫は福建省政府の参議であったし、近く公報室主任を委任されることにな

っていたから、政府の婆人とも言え、必ずや日本が懇窓にすべき重要人物に

なることは間違いなかった。抱にも、日本は福建省という有利な地理的位置

も慰めて重姿視していた。伊jえ誌、中村が有田に宛てた

iこは、f謡建省ノ＼我欝ニトリテハ特殊地域ヲ形成スト称、セラレ来リタノレニ関ス

我調ノ文化的施設ハ撞メテ乏シク殴米人ノ綬営スノレ病院卒校其ノ他ノ文化的
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ヲ スル

ている とし、う

だっ

以上をまとめると、日

プ トコロナリ J 三l＇と

であればこそ、民 における

~ rr 
"-

き、 日本；

であり、

上iさした三つの理Eちがあったからこそ、左

しようと悩策したのだ。これらの翠

設iは全てiヨ

街よは l:'1

るもので、

自を取り緩い、そめ

を したのは、表

し

に認されJていたと日 り役 て上げようとする

言っても過言ではなかろうコ

4 の訪尽の目的と同

tp障制の らすれば、

的には考えられている。 占つは、

ことへもう一つは、

；玄、日

いる人がし、る コ

グコ

実；之、

と る？

を訪日させる践的；立、

に帰国するよう

あったと

をと会わせる
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包0)目的について

ることだ、ったとはっきり；き；；認して

して正しいのだろうかο 段下、

は未だ盗見されていない。

1935 £手 12月の

をi去り、

していたが

にはならなかっ

内田は

ヨリ 一一

なぜなら、内田

で、

ラノレヘキ



『レントゲン』機械受領ノ使命ヲモ存スルモノナノレJ26と述べているからだ。

このことから、郁達夫と黄丙すが日本に？？く前に、続本剥が中国に医療器機

を寄贈することは基本的に確定しており、それが正式に批准された文書は郁

達夫と黄丙 fが既にお本に到若した 12月8おに されたのだ、ということ

が言える。文書；の燦定では、 1936年度より対議文化卒業の特別会計事業費か

ら日本円で八千円を支出し、この諜度額内でレントゲン機械を購入して福建

省立病読に贈呈すること、となっているへ

従って、二人は訪日前にはne違いなく
はずでLある。それから、寄贈される

について了解していた

は二人が帰国するときに直接持

って帰ることになっていたわけではなく、外務省が還輪会社に委託して輪iき

を代行してもらうことになっていた。福主主主主、放持参議兼公報室主｛壬として郁

なんら陪題なく省、政苅を代表してこの一件について協議する権限を

っていた。ゆえに、筆者は、所謂 f印刷機j と考えられてきたものは、

はレントゲン機械だった可能性が非常に高いと推定する。

｛也；こも、外務省に保存されている資料によれば、レントゲン機械を寄贈す

るために、外務省とメーカーとの間で交渉され交わされた契約、船運会社と

交わされた運輸契約や器機及び運輸保険に関わる保験契約等々、関係する文

240 頁もの多きに及ぶへしかし、全面的な侵略戦争が拘もなく勃発し

たために、外務省は 1937年 5月にメーカーと取り交わしたレントゲン機械購

入の契約協議を反古にしたこ＼このため、外務省が福建省、立病院に医療器機

を寄贈しようとしていた一件二は終に災現しなかっ

ところで、当然のことながら、郁達夫が訪日したのには彼なりの限的があ

った。彼は講演の時に聴衆に呼びかけた。「自分ハ，－数年羽ヌドヲ訪レサル処今

般日本ノ最近の進歩状態j視察及！日友ニ合スノレ矯来タノテアノレ本来ノ、魯迅ト共

ニ来ノレヘキ筈テアツタカ魯物故ノ議自分丈ケうた京シタノテアノレJ'.lO〔訳注：

r （民額）廿五年十二月ニ日於只禁事合有ISi章夫議中詞文壇j原稿の欄外注に「際

題トナレノレ郁ノ講演原稿写しj とあり。訳文は f概詳75IJ紙添付j とある

きの「有IIj章夫講演概謬Jより転写した］。かつて九年開も を送った国

に、十閏年という歳月を経て、再：びその習を訪れることができたらと競うの

は、人として当たり前の情ではなかろうか。それに、郁達夫は日本に広い入
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脈もあり、お

inきごし

しし、

とも、文化人とも、軍人とも ＂予 J戸
三j冶6つぐ》 かって

i臼女；こfl子会できる、その患いがおそらくは設が

を受けた理取の一つだったのではないだ、ろう

てた手紙

で、

一月十八白付。 1937年 l月

を f二ト年近くも久

えたことほ、どんな し

い心持ちがしたことだろうパれと打ち明けている。

しかし、 IEl舗のためだけで、はなく、有II達夫が訪日したのには、｛也：こち日

があったはずだ、。それは、この訪Bの機会を充分に利用して、日本の

喰え、自

白

Eド

- v ても、

した

を主張し、でき
ふ陀を

そど巨まと
み

そご

ることだった。これに対して

る措霞をとった一件から、郊達夫が心の

あふれる政治的な鼠的を見て取ることができる。

はもう一点、 したいことがある。それは、 日

来たして したノ、がいたかどうかという問題で‘ある。この

について、これまでのところ

ろで向車か言及したように、

し はいない。 したとこ

と詞

が探く、二人はよく日

をしていたというエピソードもある 南

し、その後、

日本

助を

ノ＇，.／－＇－
, J fcム、

ふ
<Y 
｝ ；こ残って助手

だったことから、

内にして一百円の

後

今回の訪g；土日本の医療施設などを捜察し、

1ヲ
主、，e

ることが釘的だった。訪日中に黄河了が訪れたのは、

、九州、｜の各地方に及んでおり、外務省が彼の
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のために作成した紹介状の数だけを見ても、彼が祝祭した嬬説、研究所、

から製薬工場等まで入れると、二 i♂；？所の多きに上っている＇.l¥.

他に次のような誌拠もある。「機筏第二二三統jによると、議丙丁とi凍儀i玄

関係が非常に密切で、「尚員博士ハ！凍儀ノ信任厚キノミナラス

路部トモ密接ナノレ際係アルヲ以テ本官ニ於テモ将来悶氏ヲ通

蒐集致度希望ヲ有シ居ノレ〔後路］Joおこのことから、日本政府が

ヲ

蒋J
β
 

ム
セ
イ
e

み乞

して福建省lL病読が を準備するのを援助したのには、ただ病院の設

備を援助するだけではない公言できないある意留が臨されていたこと、その

とは将来的に情報収集線として利用することだったことがわかるQ

ここからは、もう一度、郁達夫と黄丙丁二人の同行の状況をえてみよう。

後述する警視庁総数が見た訪日行現にあるように、有fl達夫と黄河了は一緒；こ

そと出発し、長崎に到義司した次の臼には汽車に来って東京に若いている。

そして二人とも東京の万平ホテノレに宿泊した。三行自は、中Ji)五留日

処と駐日民田大｛吏舘武官室を表敬訪問し、明治ドj1’1:1ると参拝し、 rl1内外を観光

した v 罷i二i自は、外務省を訪問し、各地訪問j

しβ、し、

ついては、ョ！と

に台湾に行き、

立をi惑ってもらうよう

〕こまでは、

わかる。

臨したかどうかに

が部達夫の台湾訪問

L 

人ぴ）,l}j fl 

五日目には、万平ホテルから

的に関じだ、った

見つかっていない。

のために作成した紹介状；こも黄丙了の名前はない三しかしながら、

の監視報告に依れば、黄内丁｛土台湾を経由して／Jlf.[Hjに帰ろうとしていたこと

がわかる 3にその他にも、員会丙丁が帰悶後に出した手紙から、黄丙丁は日本

した後、途中で台湾を経出して、年末に中出に反ったということがわ

かったへこれは、 :fill達夫が 12刃 30臼に帰薗した行穏と、時間的に合致す

る。だとすれば、二人の訪日の自的が異なっていたため、途中の一部分の行

は別々だったことを除けば、来日帰臨の前後の行程は！可じだ、ったはずだ。

よって、 が郁達夫の訪日の同行者だったと結論しても間違いはなかろ

つ。
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Q 日 守3

のrm.題ーについては、
したという設もあり

ったという設もありペ更には、

；？取ったという設もある

たことがあり、また、二二子円の についても託子選不足だと

そと受け取ったという報道に対しては、

のほどを訊ねたところ、

会の おが

げたものかどうかについてほ、 3 じなし

り1'.了は、 三方自；玄

；おり、そ

ために

し

した 。

ふ
吃矛J
｝ 

,ill:したj；長

を受けて

ること

すると間

お

る

ノ

出してい～。

次に、日

ついて

ることにl:!IH母

1玄

；こ与すし、fニら

ためにー

j を提供したと

その球出は二つある。第今；こ、仁子：

されている

シ一人ニ

されている

円である。問J11方函からの

入

’吉乙

した「；文

、；議チM

に同行した

そ〉

、が、それでも六百円

ノタト例外トシテ

した〉し、この には部外がある。

プア／＇， 一依ノレコトナク -p，：；：：シ§Hお
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決定スルモノトスJ・l＼郁達夫は明らかにこの自由裁量；に依って補助金額を

決定できる来邦者に践すとみなされたのだ。吏に、日本人がtp憶を視察する

ときの最高構助金でも

とを鑑みると、

だったと言わざるを得ないc

されている 百円に過ぎないこ

は、かなりの高額

に、資金援助の金額が当時の臼本人の平均収入より遥かに高いことに

ある。統計によると、イill達夫が日本を訪れた 1936年の、日本人の一日の絵料

を平均すると、鑑か一丹三十五銭だったぺこの統計により一ヶ月を三十日

として計算すると、 一ヶバの平均給料；玄関ト円五銭にしかならなし、から、一

千円という金額は少なくとも当時の日本人の二年分の平均給料に相当するこ

とになる。二ヶ月の訪日行設の計額に対して、お本人のニ年分の給料に相当

する資金援助を得たことになるの

以上をまとめると、日本外務省が郁達夫の訪日のために提換した資金援助

がし、かに高額だ、ったかは想像に難くないだろうc おそらくこの高額の

よめがあったから、 1111達夫は東京を訪れた時に事II沫若とその家挟に気前よく振

る怒って、手II沫若を感激させたのだろう ・1¥

ために提供された一千円の資金設助の正式な文書は、 10fal 28日

；こ記f立され、五日後の 11月 213には正式に批准された。文書には外務次官、

、文叱第一課課長、第二課課長の直ラ：の署名があるだけでな

く、更に会計謀長、収入支出担当者、検査担当者、 ll:l締結当者等の十五人に

も及ぶ著名がある。文書では照時に、徳助金は受領者本人が外務省に来て

け取るようにと定めてある 5＼令官達夫と黄内了は外務省に行った時に補助金

を受け取ったはずだということがはっきりしている。なぜなら、外務省のそ

の年の f講読視察費jの財務リストを見ると、二人の費問とも践に支給済み

のリストに記載されているからだ 510 

そうだとしたら、この経費は一体どこから捻出されたのだろうか。先に述

べたように、郁達夫を日本に抱聴したのは伐木の対議文化率業の一環だった。

しかも、日本側が郁達夫と黄丙了の二人を招科する拠り所となったのは、 f機

密第四Oニ競」が定めるところだ、った。この f機密第屈Oニ競Jは対華文化

の中でも重要な文書で、「自産賠償金j等の中間からの賠撰金をどのよう
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に用いるかを し、伝中雨盟関の そふご し、 中爵人が臼

？を」？ f草、ザ- る宇と るものだっ しかも、 に対す

る した

(1) 了の訪日 ：ま

は i［道 のや留から されていたことになる。

6 ；こ見える部 の訪日

高かったため、そ も も当 るわ

けにはいかなかっ

で、もあったが、そ

シ

にとってみれば、

る

は、 ll月 12SIこ日 し、二：

β尽にはすぐ

問中広太郎から二日目；こ

き］

このことについて段、

上がっているc ：原文は

今i豆i の｛也

シタリト

タノレ紹プ？

ノ点ナグ即日鉄欝東京市二肉ケ出発シタリ

一ア
一一

：決ヲ

ニグ〉こと；玄、

している

によって二人を していたことを示

b
B
 m
 

にi奇行していた

大筏有国八郎をはじめ、

をしている。また、

の名前が見えないことから、

あったことが明らかに見て取れる。

一入 ；こ者いた後、すぐさま日
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監布田

医潮窓之縮、

役職としては、

にi/jif_視報告を陸自している。題IE］とも、報告は全て内務大

火包有間八郎、陸軍大rn：寺内寿一等三高官の｛也、主だった
斗～
、口

神奈川、大i夜、兵路、山口、福関

にも上がってい

係各都道府県の閉で結五

はお本政府内部と関

していた託縫である η ：｛i[I達夫の動静に

関して できるようにしていた。石133

の監視報告

うになる。

シ jゅの二：／史、の；t}jお おおよそ以下のよ

11 J:j 13 fl 

／レ；こ

11 fl 15 i:J、中

明治神宮を

ll fl 16日、

11 fJ 17日、

の後、

r'i r 

3時 25分、二人 ；こえぎさ、その玄ま万平ホテ

と駐日誌国 とを訪問、

山 見。

を依頼。そ

一方、

11月 18！ごi、二人は万平ホテノレから る。この時、ニノ、

は 11Jg 20 fl I段によ野駅からの立てていた計jjlffは以下の通り

列棄に乗り仙台

を訪問し、

！｜関天堂病院、

段、和泉矯病説、

った。折しも建設中だ、つ

た福建省立病読のために参考ーになる資料を集めると問時に、

を購入する準織もしていた。部達夫は 12fJ 2臼に文学者の佐藤泰夫

と一絡に東京にいる時二100人留学生を集めて（時！？号と場所は未定）、佐藤

春夫は日本の文壌の現状について、郁達夫は仁jコ患の文壌の現状につい

て、それぞれ講演を行う予定だったο ただし、この時点では日程は未

った。その飽に、前朝鮮総密の字J長一成、陸軍大将の松井石校、

陸軍中将の坂西利八郎などに会見することを希望してし
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11 Jj 26臼

12 JJ 2 Fl 

Jf:3 

と！裂してそれ

する内溶に

主乏〉、
Ph詰

12 Jj 6日

0 

／レし

12月 13f:3 

7）ミ

つ

12Jll6FI 

会に出席し

12 Jl 16 f=J 

4 

つ

6 

6 n寺、 1=1

12 Jl 17日＂F~ii 9 

やで京都、奈良を参嬢し

について

したのは、回密にわたる

w れによって、現夜不明

る。
ι 、 A

そごみ冶Lっ な

隠し、 し、ij'qJ

／、＼

人がし、

中i翠

がiゴ で罷

だったが、 12月 2おの 日約ft言

ふ

そど をキャンセ

とし、

Eド 開催した座談

ンクラブに招待さ し

ftど

1 Jj 10日ごろ し

；こして した臼
J- ザ

め令。

日部分を補うことができ

としては、能人的に訪問した事案；こっ
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いては、報告を上騒音flには上げていないようだ。石133が第一次報告書で郁達

夫と友翼作家郭沫若等は深い交流があると報告し、確かに二人の行動につい

ては蔽密に注意を払っていたにも関わらず、郁達夫の年諮 55とえす照してみる

と、日本側の散説は決してニ十四時間密着して監読し続けるという体制では

なく即かず離れずという程度であったことがわかる。｛列えば、郁達夫が郭沫

と会ったことについて見てみると、部達夫は郭沫若宅を三田訪れているし、

郭沫者と共に？大公報』特派員の子支枕等を訪問したりもしているが、その

行動については、いずれも上層部に報告を上げていない。このことから推し

て判断すると、日本側の警備は専ら公開された場所での講演や集会に的を絞

って敢祝していたと言えそうだ。その｛むにも監議報告からわかることは、部

達夫と後；接iこ接触した日本人も監視対象と見なされていたようであり、例え

ば、有fl達夫の講演会に出席した日本人のよ名前や、佐藤泰夫の講演会の講演概

要に及ぶまで、監視報告の中に含まれている。

；こ対する監視を過して、日本政府の矛腐した心理を読み取ることが

できるの 1m達夫がiヨネ；を訪れることを自ら望み、彼を招いて講演をするよう

しておきながら、一方では、疑心暗鬼に陥り、部達夫が反お的な言論を

し、反戦的左翼思想を探傍し吹聴するのではないかと心配していた。そして、

日本Jff府が心配していたことは皮肉にも実際に起きた。なぜなら、部達夫が

公爵議訟をしたHおこ、カのi浪りを込めて、同盟人民の友好と侵略への反対を

訴えたからだっ

7 郁達夫の日本に於ける講演際題

郁達夫の講演も発端は外務省の方から先に提案され、外務省が予めお繕立

てをしたものだった。「機密第二六回競Jを見れば、部達夫は招司容を受けた時

点で既に、中村が提案した日本での講演依頼に同意していたことがわかる 560 

二六回統jを中村が起草したのが 6faJ 21 s、それから跨もなく 7月 8
nにや付が宮崎宛に出した手紙の中で再び以下のように言及している。f尚渡
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日後

ノー上

見

日が近づいてきた壊、

にわたって前もって手記しておくよう、

こニカミらわカ為ることは、

したのである

れてきたことが、

を行い、手配をした、ということ 三とた、以上の 日

をいかに していたかという託拠でもある。

そこまでしたのにも関わらノ、 日

あるところだが、

さま工てしまっ

?J> になったのだろう だと

えておりペこのことは、石田の

されている

当

告にi討されている

代中留

自

で言及

る句。っこのことカ冶らす「ると、

高いコしかし、

に議べたところ、題筏

の現状Jであったことが

やにも？中密文壇の現状Jと

の内容については今支で識も言日きしてし、ることも

及した研究者がし、ない。筆者が初めて発見したものであるべさて、それで、

は、議擦の仁｜コの一体何が rr滋題jだったのだろう。石間が上層部に報告した
ところによれば、

き］

ら ；ま

出
s’ 日ノ ／レ中詔々 怒り関

本ニ反扶スノレノ

中鶴ノ

ヲ レ北支ヲ失ハントシテ居ノレ

シナケレパナラヌ 6こ

しかし、 は、 は、石田が し と
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稿には食い違いがあることを発見した。講演原稿では、郁達夫は決して日中

詞頭民の；（cj-：立を激化させようとしているわけではなく、皮対に、河由民の友

好を主張しているのだっ「先日一日本友人ヨリ F現在中間ノ文学ハ完全ニ排日

抗日文学ナノレヤ』トFIJJハレタノレニ室、Iシ？文人ニシテ此ノ積狭l溢ナノレ思想、ヲ有

スレハ則チ文人ト爵ス詑ハス中i詩文J)._1:ノ＼必スシモ抗日ナラス若シ米出我等ヲ

f受略セハ米国ヲ排斥シ英臣我等ヲイヨ絡でハ英爵ヲ排斥ス刻チ我国ヲ侵略スノレ

関家ハ何レモ之ヲ排斥スJI、Jへき外の意味は、 i科密誌の開での言論が激

化していることに対して不滋を表しているとともに、抵抗の理由はあくまで

も侵略という前提があって論じたものペであって、投賂さえなければ抵抗とい

うことに言及するまでもない、ということを言おうとしているのだ。それに、

予 ＂＇知 .l・；，士、一週鴎前；こ郁達夫が日本簡で？？った『中患の現状Jという諺損

；ま

のは、 ii 本人恥部分の嬬見で、 .jc~J 々

じであり、抗日戦争が勃発した後に

あると云う嵐に考えて居る

って居ります。J(i.，と述べた観点と同

した 7日本語ラジオ放送の宣伝の

としづ一文で、 re庁謂排行、｛毎日、抗日
浮々というのは、みなどれも~rおの逆宣伝であり、我々が笈i討に対して取っ

ている態度をあなた方民衆の身の上に転換しようとしているのである。J65 

べている観点とも基本的に一致しているむ結局、都達夫は一員、して阪中

阿国人民の友好と笠間主義とをはっきりと区別することを主張し、その鰐者

を混同して論ずることに対して呉を唱え、加えて、岡田人民の対立を激化さ

せることに反対してい

当然、主な f問題jは依然として残るc それは、 flfl達夫が今回の講演で抵

拭すべき侵略の事実を明言ーし fひとつの出家として外部からの浸路を受けた

とき、必ずその由民のー致出結が促されるのは、当たり前の現象だj と述べ

ただけでなく、彼は売立l奴の売居行為を痛烈に批判し、議lj作活長むをするとき

にもその様を諮写するように呼びかけ、 fたくさんの人が売国奴になり、たく

さんの人が酪を売り、それにたくさんの人が売国奴以下のコトをしている。

これらは全て描写しなければならない。j必と述べたこと。この力のこもった

痢i賎は、日本各界及び留学さ主の！却に関連ーいなく強烈な反響の泌を巻き程こし、

共鳴のJii¥Lを引き起こした。当然、このことは日本の軍国主義者にとってみれ
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、なく あり、 応均三の iこ7ゑ々

、えとし、

そのために、 行的な る

ものだと見なされ、その後

IF tiョ iヨ うことになっ

ンクラブなどの あったとしても、

ち言及していない。

がおいし、

てから、おそらく公器

えなかっため

らわかることは、

ザ対して反対の

と行わなかった

えることもで‘きょう

閣のため

し、

為を こJi,らif)

としての 1L、jをと したものだと言ってよいだろう。

8 

る

は、 fl 

ら

；こ発えした、

おの

し

したのは、明らかに日

しかしながら、この訪阪は日本の

しただけでなく、

を蓄し、たりもして、彼のためにいろいろ

も、伝

するの しかった

なければ、

し会〉し、 伝
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してし、る。

して克ると、包

~ 
〆J

る

る

尽に関わ

，ψ 
ミ」

である。もし

って様々な

a；こ対して抱いて



いた幻想と期待、すなわち彼の左翼思想を転向させることができるのではな

いか、という企図は、思惑通りに Jl十ったわけではなかったc 白木｛ffe!J は有~i章夫

が帰国後、 B本人の経営する？間報Jに投稿してくれること宏希望していた

が、今日に至るまで、 帰国後に『臨報Jに讃：いた は発見されて

いない。高額な訪日の費用は臼本銀Ijに出してもらったとはいえ、在日達夫が抱

患のために振りかざした正義の愛居心は、些かも変わることはなかったのだ。

それどころか、

唱え、両国民の友訴を

を｛昔りて8

し、反戦思想、を

る論調を高らかに

したのだったの

また、部i幸夫は今出の訪臼を通して、日本；の軍関主義の醜悪さ；こ対して訪

日前よりも更に深亥IJな認識を持つに至った。「日本試薬でも治せない侵略症と

いう病に，躍ってからは、亥るで何かに取り溶かれたかのように、戦争の準備

ぐあまり、日常の A切jが軍事化している。jG7戦争が間もなく始まると予

感した｛HS達夫は帰霞後すぐに文章をt浮いて自国民に警告を発した。f民族の中

うかは、我々この一年以内の努力如何にか

かっている！親愛なる問結局長君、今はのんびり歌を11昌い踊りを舞い摺など飲

んでいる場合ではないそ， ! J (i8 T,J!Jil,，今［尽の訪Rは郁途夫の京戦左翼思想、を

たりとも動指させなかったばかりでなく、むしろ、彼の愛国の情熱の炎

を更に燃え上がらせた。戦争が勃発してからは、穏緩的に抗日宜イ云活動に参

加し、言論は更に鋭さを増した。当時の日本人は；l(tもが皆、在日達夫を f抗日

派文化闘士j だと認めないわけにはいかなかった 6三

以上をまとめると、郁達夫の 1936年の訪日での言論と行動は、中華民族の

利益に合致したものだったと言える。彼の正義の反戦の声は侵略世論に全土

われた日本にあっては結局のところ微弱であったかもしれないが、しか

し、当時の広大な中国人民の反戦の芦ぎを代弁するに足るものであったし、彼

の言行は強い愛国主義思想を持つ偉大な作家としての地位を損なうものでは

決してなかっ

原注〔訳注：中国語資料名は尽本渓学；こi盗：L、日本諮資料は際典の字体に｛去った。〕
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訳者付記

ヰヰ詰:it士、窓援鋒氏が、あるアメリカ在住の梁啓起の研究者の著書の後舎で、梁啓超
の岡本滞夜中iこ日本の警察によって記されたお認を路覧した、という記述に出会った
ことから、国立公文書主長官のアジア膝史資料センターで公際されている機密文書を検索

し、郁透夫の 1936年訪日にi認する関係機密資料を発掘したことに多くを負っている。
この資料を発掘したことが、 1936年の有B達夫訪日に関して、空白だった部分を補完
すること安可能にし、争点になっていたいくつかの部題についても事実を明らかにし

結論をおすことができた所以である。

この度、本論集の編集委員である出村加代子が、幸芸者の設を借りれば郊逮夫iこ関す

る「三重大な新発見Jをi引こ出すことになるというこの論文の持つ透姿性；こ緩み、今後
の線透夫研究のみならずや間近現代文学研究にとって利用価！疫のある玄姿な資料の、

ひいては、近代日本文学研究；こも資するところがあるやも知れぬ資料の存復と利用価

値を広く知らしめるべきとのなを強くし、敢えて日本務llRを問符:Jt¥，決することにした。
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